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各
種
手
当
の
現
状
を
再
度
確
認
し
、
公
務
員
の
メ
イ
ン
の

闘
い
で
あ
る
「
秋
季
賃
金
確
定
闘
争
」
へ
向
け
て
、
単
組
全

体
で
学
習
を
強
化
し
、
闘
争
に
備
え
ま
し
ょ
う
！ 

給
単
位
を
都
道
府
県
単
位
に
見
直
し
、
支
給

率
（
級
地
区
分
）
も
５
区
分
に
改
め
ら
れ
ま

し
た
。
た
だ
し
、
人
口
20
万
人
以
上
の
自
治

体
に
つ
い
て
は
、
市
町
村
単
位
で
民
間
賃
金

と
の
比
較
が
行
わ
れ
、
支
給
率
が
定
め
ら
れ

て
い
ま
す
。 

ま
た
こ
の
手
当
は
、
１
時
間
当
た
り
の
給

与
額
（
時
間
外
手
当
な
ど
）、
期
末
・
勤
勉
手

当
な
ど
の
基
礎
に
含
め
ら
れ
ま
す
。
県
都
な

ど
で
支
給
し
て
い
る
場
合
で
も
、（
県
都
に
）

隣
接
し
て
お
り
生
活
圏
・
通
勤
圏
を
同
じ
く

す
る
自
治
体
な
の
に
支
給
さ
れ
な
い
ケ
ー

ス
も
あ
り
ま
す
。（
福
島
は
、
対
象
外
と
な
っ

て
お
り
）
支
給
地
と
比
較
し
て
賃
金
格
差
が

生
じ
る
た
め
、
人
材
確
保
に
支
障
を
き
た
す

な
ど
の
課
題
が
あ
り
ま
す
。 

総
務
省
は
こ
れ
ま
で
、
手
当
を
国
基
準
以

上
に
支
給
す
る
自
治
体
に
対
し
、
特
別
交
付

税
を
減
額
す
る
措
置
を
取
っ
て
い
ま
し
た

が
、
自
治
労
の
取
り
組
み
も
あ
り
、
25
年
度

か
ら
そ
の
措
置
が
廃
止
さ
れ
ま
し
た
。
そ
も

そ
も
、
そ
の
自
治
体
に
お
け
る
物
価
や
生
活

費
が
高
い
地
域
に
勤
務
す
る
職
員
に
対
し

て
、
生
活
水
準
を
保
つ
た
め
に
補
填
す
る
手

当
な
の
で
あ
れ
ば
、
（
民
間
賃
金
に
関
係
な

く
）
物
価
と
と
も
に
、
自
動
車
に
係
る
維
持

費
、
冷
暖
房
に
係
る
経
費
、
除
雪
に
係
る
経

費
な
ど
も
勘
案
し
て
支
給
さ
れ
る
べ
き
も

の
な
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ま
す
。 

▼
次
に
『
扶
養
手
当
』
で
す
。
扶
養
親
族
の

あ
る
職
員
に
支
給
さ
れ
る
も
の
で
、
生
活
給

的
な
性
格
が
あ
り
ま
す
。【
図
表
２
】
は
国
家

▼
今
回
も
、
全
国
町
村
評
議
会
作
成
の
「
組

合
員
ノ
ー
ト
」
を
基
に
し
た
内
容
で
す
。 

▼
ま
ず
『
地
域
手
当
』
で
す
。
最
初
に
断
っ

て
お
き
ま
す
が
、
福
島
県
は
支
給
対
象
外
で

す
。
地
域
手
当
は
、
主
に
民
間
賃
金
の
高
い

地
域
に
勤
務
す
る
職
員
に
支
給
さ
れ
る
手

当
で
す
。
25
年
４
月
に
制
度
改
正
が
行
わ

れ
、
そ
れ
ま
で
市
町
村
単
位
と
し
て
い
た
支

 

紙面学習 

当面の日程 

■7 月 17 日（金） 

10:00～県本部第 109 回

中央委員会（福島 GP） 
 

■7 月 22 日（水） 

18:00～喜多方市職労 納

涼の夕べ（喜多方プラザ） 
 

■8 月 26 日（水）27 日

（木）自治労第 100 回定期

大会（大宮ソニックシティ） 

【図表１】国家公務員の地域手当 

 

級地 支給割合 主な支給地域 

１級地 20% 東京都特別区（23 区） 

２級地 16% 横浜市、川崎市、大阪市、

名古屋市等 

３級地 12% 札幌市、仙台市、さいたま

市、千葉市、京都市、神戸

市、広島市、福岡市等 

４級地 8% 宇都宮市、金沢市、静岡

市、熊本市等 

５級地 4% その他の地域（福島のよう

に支給のない地域もあり） 

※基本給（俸給）×支給割合 

シ
リ
ー
ズ 

50 

『 

各
種
手
当 

』 

【図表２】国家公務員の 

扶養手当 

 

支給区分 支給額 

配偶者 0 円 

子 13,000 円 

子（16 歳年

度初め～22

歳年度末） 

加算 

5,000 円 

父母等 ※6,500 円 
※行政職俸給表（一）８級職員

等の場合、支給額は 3,500 円と

なり、行政職俸給表（一）９級

以上職員等の場合、支給されな

い。 
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公
務
員
に
お
け
る
扶
養
手
当
の
概
要
で

す
が
、
配
偶
者
に
係
る
扶
養
手
当
は
段

階
的
に
縮
小
さ
れ
、
26
年
度
か
ら
廃
止

と
な
り
ま
し
た
。
理
由
は
、
支
給
要
件
を

満
た
す
た
め
に
就
業
時
間
を
調
整
す
る

要
因
と
な
っ
て
い
た
こ
と
か
ら
、
配
偶

者
の
就
労
促
進
等
の
た
め
に
廃
止
さ
れ

た
も
の
で
す
。 

▼
次
に
『
通
勤
手
当
』
で
す
。【
図
表
３
】

が
国
家
公
務
員
の
通
勤
手
当
の
概
要
で

す
。
特
に
、
昨
年
の
人
事
院
勧
告
で
、
駐

車
場
料
金
（
自
転
車
や
バ
イ
ク
の
駐
輪

場
代
を
含
む
）
を
支
給
（
上
限
月
額
５
千

円
）
で
き
る
こ
と
と
な
り
、
26
年
度
か

ら
支
給
さ
れ
て
い
ま
す
。 

▼
次
に
『
住
居
手
当
』
で
す
。
国
と
多
く

の
自
治
体
で
は
09
人
事
院
勧
告
に
基

づ
き
、
10
年
４
月
か
ら
「
持
ち
家
」
に

か
か
る
住
居
手
当
（
新
築
・
購
入
後
５
年

間
：
月
額
２
千
５
百
円
支
給
）
が
廃
止
さ

れ
ま
し
た
が
、
全
国
的
に
見
る
と
、
官
舎

の
整
備
状
況
な
ど
地
方
と
中
央
の
違
い

か
ら
制
度
を
残
し
て
い
る
自
治
体
（
神

戸
市
や
横
須
賀
市
な
ど
）
も
あ
る
よ
う

で
す
。 

▼
次
に
『
宿
日
直
手
当
』
で
す
。
正
規
の

勤
務
時
間
以
外
の
時
間
お
よ
び
休
日
な

ど
に
宿
日
直
勤
務
を
命
じ
ら
れ
、
従
事

し
た
職
員
に
対
し
て
支
払
わ
れ
る
手
当

で
す
。
国
家
公
務
員
の
場
合
、
勤
務
の
態

様
に
応
じ
、
勤
務
１
回
に
つ
き
４
千
７

百
円
～
２
万
２
千
５
百
円
が
支
給
さ
れ

ま
す
。 

▼
最
後
に
『
特
殊
勤
務
手
当
』
で
す
。
著

し
く
危
険
、
不
快
、
不
健
康
、
ま
た
は
困

難
な
勤
務
そ
の
他
特
殊
な
勤
務
で
、
賃

金
上
特
別
の
考
慮
が
必
要
な
場
合
に
、

そ
の
特
殊
性
に
応
じ
て
支
払
わ
れ
る
手

当
で
す
。
国
家
公
務
員
に
な
い
手
当
は

廃
止
さ
れ
る
傾
向
に
あ
り
ま
す
が
、
自

治
体
に
は
、
国
に
は
な
い
業
務
が
あ
り

ま
す
。
考
慮
が
必
要
な
業
務
に
対
し
て

は
手
当
を
支
給
す
る
こ
と
が
認
め
ら
れ

て
い
ま
す
。 

○
早
い
で
す
ね
ぇ
。
今
年
も
、
も
う
折
り

返
し
点
過
ぎ
ま
し
た
。「
酷
暑
が
来
た
」

か
と
思
っ
た
ら
急
に
涼
し
く
な
り
、
秋

が
一
瞬
で
過
ぎ
去
り
、
そ
し
て
冬
へ…

そ
う
し
て
ま
た
一
年
が
過
ぎ
去
る
ん
で

す
ね
ぇ
。 

○
ふ
と
、
退
職
し
た
ら
「
時
間
が
ゆ
っ
く

り
流
れ
る
」
の
か
？
と
思
い
ま
す
。
仕
事

中
心
の
生
活
か
ら
解
放
さ
れ
、
物
理
的
・

心
理
的
な
ゆ
と
り
が
生
ま
れ
る
と
、
ゆ

っ
く
り
と
感
じ
る
の
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。
で
も
、
だ
ら
だ
ら
と
過
ご
し
た
ら
違

う
よ
う
な
気
が
し
ま
す
。（
笑
・
坂
内
） 

 

 

会津総支部ホームペ

ージのトップページ

です。 

 
 

 

 

 

総支部機関紙のバッ

クナンバーは、こち

らから。 

 
 

 

 

 

 

総支部 HP 機関紙 編
集
後
記 

 
 

 
 

 

 

【図表３】国家公務員の通勤手当 

通勤のため、交通機関等を利用又は自動車等を使

用することを常例とする職員に支給（片道２㎞以

上） 

【支給額】 

〇交通機関等の利用者⇒６箇月定期券等の価額に

より支給 

〇自動車等の交通用具使用者⇒通勤距離に応じた

月額（2,000 円～66,400 円）を毎月支給 

〇駐車場等の利用者⇒利用料金等の価額（上限

5,000 円）を毎月支給（自動車等の交通用具使用

に係る手当を支給している職員に支給） 

〇通勤手当の支給限度額は１箇月当たり 15 万円 

 

【図表４】国家公務員の住居手当 

 

借家・借間に居住する職員及び単身赴任手当受給

者であって配偶者等が借家・借間に居住する職員

に支給 

 

【支給額】 

〇借家・借間居住職員⇒（月額 16,000 円を超え

る家賃を支払っている職員）最高 28,000 円 

〇配偶者等が借家・借間に居住する単身赴任手当

受給職員⇒最高 14,000 円 

【図表５】国家公務員の特殊勤務手当の例 
名 称 対象業務 手当額（円） 

高所作業 

手当 

足場の不安定な高所で

行う建設作業等 

1 日 

200～520 

死体処理 

手当 

死体の収容作業等 1 日 

1,000～1,600 

防疫作業 

手当 

感染症に汚染されてい

る区域で行う看護等 

1 日 

290～380 

災害応急作

業等手当 

災害発生時に河川の堤

防等で行う応急業務 

1 日 

950～1,440 

用地交渉等 

手当 

公共事業に必要な土地

取得等のための交渉業

務 

1 日 

1,000 

 


